
　

本
論
文
は
、
課
程
博
士
候
補
論
文
を
構
成
す
る
論
文
の
一
部
と
し
て
、
以
下
の
審
査
委

員
に
よ
り
審
査
を
受
け
た
。

　

審
査
委
員
：
竹
村
信
治
（
主
任
指
導
教
員
）、
中
村
春
作
、
佐
々
木
勇
、
佐
藤
大
志

（11）

「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー

魏　
　
　

冰　

冰

（
受
理
日
二
〇
一
六
年
十
月
六
日
）

一　

は
じ
め
に―

―

「
六
条
斎
院
」
を
囲
繞
す
る
人
々

　
『
堤
中
納
言
物
語
』
所
収
の
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
は
、
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）

五
月
三
日
庚
申
夜
、
新
作
物
語
の
作
中
歌
を
材
と
し
て
催
さ
れ
た
題
物
語
歌
合
１
「
六
条

斎
院
家
歌
合
」
の
八
番
左
に
そ
の
名
の
見
え
る
作
品
で
あ
る
２
。

　
　
　
　

逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言

　
　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
式
部

　
　

君
が
代
の
な
が
き
た
め
し
に
あ
や
め
草
千
ひ
ろ
に
あ
ま
る
根
を
ぞ
引
き
つ
る

本
作
品
中
に
右
詠
が
あ
り
、
同
一
作
品
と
同
定
で
き
る
。
作
者
３
も
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る

が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、所
収
他
作
品
に
成
立
年
時
の
明
ら
か
な
も
の
が
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
こ
の
外
部
徴
証
が
『
堤
中
納
言
物
語
』
成
立
の
上
限
を
推
し
量
る
指
標
と
も
な
っ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
合
に
冠
せ
ら
れ
た
「
六
条
斎
院
」
は
禖
子
内
親
王
（
一
〇
三
九
〜

九
六
）
の
こ
と
で
、『
中
右
記
』
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
九
月
一
三
日
条
、
裏
書
記
載

の
薨
伝
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
４
。

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部　

第
六
五
号　

二
〇
一
六　

二
九
三

－

三
〇
二

十
三
日
夜
前
斎
院
薨
、
諱
禖
子
、
後
朱
雀
院
第
四
女
、
母
故
中
宮

子
也
、
長
暦
三

年
降
誕
、後
冷
泉
院
始
為
賀
茂
斎
院
、天
喜
六
年
依
病
退
斎
院
、従
爾
以
来
被
責
狂
病
、

不
知
前
後
経
数
十
年
、
今
夜
俄
以
薨
逝
云
々
、
御
年
五
十
八
、〈
依
為
出
家
人
／
無

薨
奏
歟
〉

長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
降
誕
か
ら
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
薨
去
ま
で
の
五
八
年
に
わ

た
る
生
涯
に
あ
っ
て
、斎
院
在
任
は
永
承
元
年（
一
〇
四
六
）か
ら
康
平
元
年（
天
喜
六
年
、

一
〇
五
八
）ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
天
喜
三
年（
一
〇
五
五
）開
催
の
本
歌
合
は
そ
の
末
年
、

内
親
王
の
一
七
歳
の
折
の
こ
と
と
な
る
。
父
は
後
朱
雀
院
（
一
〇
〇
九
〜
四
五
）、
母
は

中
宮

子
女
王
（
父
敦
康
親
王
、
母
具
平
親
王
女
、
一
〇
一
六
〜
三
九
）
だ
が
、
共
に
す

で
に
鬼
籍
に
あ
り
、
特
に
母
の
逝
去
は
内
親
王
誕
生
の
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
間
の

事
情
は
『
栄
花
物
語
』
巻
第
三
四
「
暮
ま
つ
ほ
し
」
に
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
５
。

九
月
に
、
中
宮
こ
の
た
び
も
女
宮

0

0

生
み
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
九
日
と
い
ふ
に
、

う
せ
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、（
帝
）
あ
は
れ
に
い
み
じ
き
こ
と
を
思
し
め
し
嘆
か
せ

た
ま
ふ
。
姫
宮

0

0

を
殿
の
上

0

0

0

、
御
形
見
と
撫
で
か
し
づ
き
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。

「
女
宮
」
は
禖
子
、「
姫
君
」
は
祐
子
・
禖
子
両
内
親
王
姉
妹
い
う
。
そ
し
て
「
殿
の
上
」

は
藤
原
頼
通
（
九
九
二
〜
一
〇
七
四
）
の
室
で
具
平
親
王
女
の
隆
姫
女
王
（
九
九
五
〜

一
〇
八
七
）。
頼
通
夫
婦
は
隆
姫
姪

子
の
養
父
母
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
所
生
の
内
親

王
の
実
質
的
養
親
と
も
な
っ
て
、
禖
子
は
出
生
の
初
め
か
ら
頼
通
邸
高
倉
殿
で
傅
育
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
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魏　　冰冰

　

右
の
引
用
の
後
に
は
、
道
長
女
で
後
一
条
院
中
宮
と
な
っ
た
威
子
所
生
の
章
子
内
親

王
の
女
房
「
出
羽
弁
」、
中
宮
威
子
女
房
「
故
中
宮
の
出
雲
」
の
詠
じ
た
「
御
四
十
九
日
」

哀
傷
歌
記
事
が
続
く
。
彼
女
た
ち
は
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
に
も
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
ら
ば
逢

ふ
よ
の
と
歎
く
民
部
卿
」（
出
羽
弁
／
中
宮
の
出
羽
の
弁
）、「
波
越
す
礒
の
侍
従
」（
出
雲
）

の
作
者
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
禖
子
内
親
王
は
亡
き
母
ゆ
か
り
の

人
々―

―

そ
こ
に
は
内
親
王
家
歌
合
の
『
源
氏
物
語
』
摂
取
を
家
司
と
し
て
領
導
し
た
と

い
う
源
師
房
６
（
一
〇
〇
八
？
〜
七
七
、
具
平
親
王
長
子
で
隆
姫
女
王
弟
）
と
そ
の
一
族

を
加
え
て
も
よ
い―

―
の
囲
繞
の
も
と
で
日
々
を
送
り
、
本
歌
合
も
そ
う
し
た
日
々
の
一

齣
と
し
て
催
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
歌
合
は
「
六
条
斎
院
」
の
主
宰
と
い

う
よ
り
「
六
条
斎
院
」
を
主
た
る
受
容
者
（
観
客
、読
者
）
と
し
て
そ
の
慰
藉
を
も
く
ろ
む
、

「
六
条
斎
院
家
」の
企
画
だ
っ
た
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
間
の
事
情
は
次
の『
栄
花
物
語
』

巻
第
三
七
「
け
ぶ
り
の
後
」
の
記
事
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

先
帝
を
ば
後
朱
雀
院
と
ぞ
申
す
め
る
。
そ
の
院
の
高
倉
殿
の
女
四
の
宮
を
こ
そ
は
斎

院
と
は
申
す
め
れ
。
幼
く
お
は
し
ま
せ
ど
、
歌
を
め
で
た
く
詠
ま
せ
た
ま
ふ
。
さ
ぶ

0

0

ら
ふ
人
々

0

0

0

0

も
、
題
を
出
し
歌
合
を
し
、
朝
夕
に
心
を
や
り
て
過
ぐ
さ
せ
た
ま
ふ
。
物

語
合
と
て
、
今
新
し
く
作
り
て
、
左
右
方
わ
き
て
、
二
十
人
合
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ひ

て
、
い
と
を
か
し
か
り
け
り
。
明
暮
御
心
地
を
悩
ま
せ
た
ま
ひ
て
、
果
は
御
心
も
た

が
は
せ
た
ま
ひ
て
、
い
と
恐
ろ
し
き
こ
と
を
思
し
嘆
か
せ
た
ま
ふ
。

「
物
語
合
」
は
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
の
歌
の
取
材
源
と
な
っ
た
物
語
を
合
わ
せ
た
も
の
。

そ
れ
に
「
左
右
方
わ
き
て
」
参
加
し
た
「
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
」
と
は
前
述
の
女
房
た
ち
の
こ

と
で
あ
る
。
末
尾
の
「
思
し
嘆
か
せ
た
ま
ふ
」
の
主
体
は
頼
通
だ
が
、
先
の
『
中
右
記
』

と
同
じ
く
斎
院
在
任
中
す
で
に
心
身
不
調
で
あ
っ
た
と
い
う
内
親
王
（
退
下
の
記
事
は
こ

の
後
に
あ
る
）
の
傍
ら
に
は
常
に
頼
通
（
天
喜
三
年
六
四
歳
）・
隆
姫
女
王
（
同
六
一
歳
）

夫
婦
、
さ
ら
に
は
家
司
の
師
房
（
同
四
八
歳
）
ら
が
あ
り
、
歌
合
、
物
語
合
の
座
に
も
加

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

禖
子
内
親
王
を
主
座
に
そ
の
後
見
も
参
席
す
る
場
で
彼
ら
を
受
容
者
（
観
客
・
読
者
）

と
し
て
新
作
物
語
を
披
露
す
る
宮
家
所
縁
の
女
房
た
ち
。
そ
れ
は
す
で
に
劇
場
空
間
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
本
稿
は
、『
堤
中
納
言
物
語
』
の
な
か
で
唯
一
つ
成
立
事
情
が
明
ら

か
な
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
の
表
現
性
を
こ
う
し
た
場
と
の
関
係
の
な
か
で
捉
え
返

し
７
、
そ
の
作
劇
的
趣
向
の
解
明
を
通
じ
て
本
作
品
を
採
録
し
た
『
堤
中
納
言
物
語
』
の

表
現
志
向
を
も
窺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

重
層
す
る
場
と
物
語

　
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
は
、
冒
頭
、
姫
宮
と
の
儘
な
ら
ぬ
恋
に
鬱
然
た
る
権
中
納

言
を
引
き
歌
表
現
で
描
き
出
し
、
五
月
三
日
参
内
の
折
の
御
前
管
弦
の
御
遊
、
後
宮
女
房

と
の
根
合
を
め
ぐ
る
談
話
、
五
日
の
根
合
、
歌
合
と
そ
の
後
の
管
弦
の
遊
興
を
主
た
る
話

題
と
し
て
、
末
段
に
六
月
半
ば
、
姫
宮
と
の
「
逢
坂
越
え
ぬ
」
夜
を
明
か
し
懊
悩
す
る
権

中
納
言
の
歌
詠
を
語
っ
て
結
ば
れ
る
。
そ
う
し
た
内
容
を
う
け
て
、
先
行
研
究
で
は
、
修

辞
的
な
冒
頭
形
式
に
物
語
史
に
お
け
る
新
た
な
開
拓
、
後
宮
文
芸
サ
ロ
ン
の
嗜
好
性
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
る
８
ほ
か
、
物
語
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
人
公
の
権
中
納
言
を
『
源
氏

物
語
』薫
中
納
言
に
な
ぞ
ら
え
て「
源
語
か
ら
抜
け
出
た
薫
る
君
」と
称
す
る
な
ど
９
、「『
源

氏
物
語
』
の
影
響
を
ま
と
も
に
蒙
っ
た
時
代
に
お
け
る
短
編
物
語
の
新
型
作
風
」
と
見
な

す
理
解
　10
、
ま
た
、
主
要
二
話
題
（
姫
宮
恋
慕
の
私
的
世
界
と
根
合
を
中
心
と
す
る
公

的
世
界
）
に
つ
い
て
、「
二
つ
の
部
分
が
二
つ
の
興
味
に
分
裂
し
た
ま
ま
で
有
機
的
な
結

び
つ
き
が
薄
い
」　11
と
評
さ
れ
る
一
方
、
そ
こ
に
「
外
部
の
栄
華
と
内
面
の
苦
悩
と
を
対

比
」　12
「
対
照
」　13
し
た
趣
向
を
窺
い
、
さ
ら
に
、
恋
情
を
「
な
ま
め
か
し
う
、
心
深
げ
に

0

0

0

0

聞
こ
え
つ
づ
け
給
ふ
」
権
中
納
言
の
姿
に
、『
狭
衣
物
語
』
同
様
、
内
面
世
界
の
「
心
深

し
」
を
問
う
後
宮
文
芸
サ
ロ
ン
の
美
的
理
念
の
投
影
を
見
透
す
見
解
　14
な
ど
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
に
そ
の
名
の
見
え
る
新
作
物
語
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、「
六
条

斎
院
家
」
と
い
う
場
と
の
関
係
の
な
か
で
そ
の
作
品
表
現
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
本
稿
に

関
わ
る
の
は
、
次
の
鈴
木
一
雄
氏
の
発
言
で
あ
る
　15
。

発
表
の
場
が
五
月
三
日
。
端
午
の
節
会
を
明
後
日
に
ひ
か
え
た
物
語
合
で
あ
る
こ
と

を
思
え
ば
、
根
合
を
物
語
に
持
ち
込
む
こ
と
が
、
こ
の
短
篇
物
語
に
と
っ
て
大
き
い

意
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

物
語
発
表
の
場
と
物
語
内
容
と
の
関
わ
り
に
本
作
品
の
特
色
を
見
る
こ
の
論
点
は
諸
論
考

に
も
引
き
継
が
れ
展
開
さ
れ
て
い
る
が
　16
、
な
か
で
も
、
井
上
新
子
氏
は
、
物
語
の
男
主

人
公
と
し
て
は
い
く
ぶ
ん
年
嵩
な
「
二
十
に
一
、二
ば
か
り
余
り
た
ま
ふ
ら
む
権
中
納
言
」

の
モ
デ
ル
に
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
一
八
歳
か
ら
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
の
二
二
歳
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「逢坂越えぬ権中納言」のドラマツルギー

ま
で
権
中
納
言
で
あ
っ
た
藤
原
頼
通
を
比
定
し
、ま
た
、根
合
場
面
で
の
詠
歌
の
う
ち
「
い

づ
れ
と
も
い
か
が
わ
く
べ
き
あ
や
め
草
お
な
じ
よ
ど
の
に
お
ふ
る
根
な
れ
ば
」に
つ
い
て
、

「
お
な
じ
よ
ど
の
」
句
の
出
自
を
『
御
堂
関
白
集
』
所
見
の
道
長
・
妍
子
の
贈
答
歌
に
見

出
だ
し
て
、

男
主
人
公
「
権
中
納
言
」
の
設
定
や
歌
合
に
お
け
る
詠
歌
「
い
づ
れ
と
も
」
歌
の
史

的
背
景
に
は
、
道
長
か
ら
頼
通
へ
と
受
け
継
が
れ
た
一
族
の
栄
華
の
記
憶
が
横
た

わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
物
語
の
記
述
は
、「
物
語
合
」
の
実
質
的
主
催
者
で

あ
る
頼
通
と
頼
通
周
辺
へ
の
祝
意
の
表
出
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、

物
語
本
文
の
歌
合
場
面
に
お
い
て
か
た
ど
ら
れ
た
祝
意
が
、
物
語
発
表
の
場
に
向
け

ら
れ
た
祝
意
へ
と
転
嫁
し
て
い
く
可
能
性
を
孕
む
趣
向
に
な
っ
て
い
る
点
か
ら
も
う

か
が
え
る
。

と
結
論
づ
け
て
い
る
　17
。「
物
語
本
文
の
歌
合
場
面
に
お
い
て
か
た
ど
ら
れ
た
祝
意
が
、

物
語
発
表
の
場
に
向
け
ら
れ
た
祝
意
へ
と
転
嫁
し
て
い
く
可
能
性
」
と
は
、
鈴
木
氏
の
述

べ
る
「
根
合
を
物
語
に
持
ち
込
む
こ
と
」
の
「
大
き
い
意
義
」
の
一
斑
を
言
い
当
て
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
作
品
発
表
の
場
と
物
語
世
界
と
の
重
層
に
関
わ
る
議

論
と
し
て
引
き
受
け
、
物
語
の
舞
台
装
置
と
し
て
機
能
し
た
場
に
注
目
し
つ
つ
作
品
表
現

の
成
立
の
仕
組
み
を
以
下
に
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

三　

物
語
の
舞
台
装
置
と
し
て
の
五
月
五
日

　
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
五
・
雑
一
・
八
七
五
番
は
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
の
題
と
な
っ

た
物
語
の
披
講
の
場
の
一
端
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
　18
。

五
月
五
日
、
六
条
前
斎
院
に
物
語
合

0

0

0

し
侍
り
け
る
に
、
小
弁
遅
く
出
す
と
て
、

方
の
人
々
こ
め
て
次
の
物
語
を
出
し
侍
り
け
れ
ば
、
宇
治
の
前
太
政
大
臣
（
頼

通
）、
か
の
弁
が
物
語
は
見
ど
こ
ろ
な
ど
や
あ
ら
む
と
て
、
異
物
語
を
と
ゞ
め

て
待
ち
侍
り
け
れ
ば
、
岩
垣
沼
と
い
ふ
物
語
を
出
す
と
て
よ
み
侍
り
け
る

引
き
捨
つ
る
岩
垣
沼
の
あ
や
め
ぐ
さ
思
し
ら
ず
も
け
ふ
に
あ
ふ
か
な

こ
の
記
事
か
ら
も
六
条
斎
院
家
の
後
見
で
あ
っ
た
藤
原
頼
通
が
催
事
に
参
加
し
、
し
か
も

そ
の
進
行
を
指
揮
し
つ
つ
禖
子
内
親
王
と
と
も
に
新
作
物
語
を
享
受
、
批
評
す
る
存
在
と

し
て
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
詞
書
冒
頭
に
「
物
語
合
」
開
催
の
日

時
を
「
五
月
五
日
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
蔵
廿
巻
本
『
類
聚
歌
合
』
巻
八

に
収
載
の
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
は
標
題
下
に
「
天
喜
三
年
五
月
三
日
庚
申
／
九
番
」
の

割
書
を
も
っ
て
い
て
、
五
月
三
日
の
開
催
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
齟
齬
に
つ
い
て
は
神
野
藤
昭
夫
氏
が
諸
説
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
　19
。

①
『
後
拾
遺
集
』
の
「
五
日
」
は
誤
り
で
あ
り
、
物
語
歌
合
と
物
語
合
が
両
方
と
も
五

月
三
日
に
行
わ
れ
た
説
。

②
三
日
に
物
語
歌
合
が
行
わ
れ
、
五
日
に
物
語
合
が
あ
っ
た
と
す
る
説
。

③
五
日
の
開
催
予
定
が
三
日
に
変
更
さ
れ
た
と
す
る
説
。

こ
れ
を
承
け
て
、
井
上
新
子
氏
は
②
説
を
支
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
、「「
物
語
合
」
に
先
行

す
る
「
物
語
歌
合
」
開
催
に
は
、
先
行
し
て
一
部
の
情
報
を
あ
か
し
鑑
賞
者
の
興
味
を
か

き
立
て
る
「
予
告
編
」
の
役
割
が
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
仮
説
を
提
示

し
て
い
る
　20
。『
後
拾
遺
和
歌
集
』
歌
は
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
末
段
の
出
羽
弁
と
小
弁

と
の
贈
答
歌
中
に
も
見
え
て
い
る
（
初
句
「
ひ
き
す
ぐ
し
」）。
歌
中
の
「
あ
や
め
ぐ
さ
」

「
け
ふ
に
あ
ふ
か
な
」
句
は
五
日
で
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
か
ら
、
や
は
り
「
物
語

合
」
は
五
月
五
日
の
開
催
と
す
べ
き
だ
ろ
う
　21
。
ま
た
、
詞
書
に
よ
れ
ば
、
五
日
の
「
物

語
合
」
で
頼
通
は
「
か
の
弁
が
物
語
は
見
ど
こ
ろ
な
ど
や
あ
ら
む
」
と
し
て
小
弁
作
「
岩

垣
沼
」
の
提
出
を
待
つ
。
こ
れ
は
三
日
の
「
物
語
歌
合
」
で
の
『
万
葉
集
』
歌
「
青
山
の

岩
垣
沼
の
水
隠
り
に
恋
ひ
や
渡
ら
む
逢
ふ
よ
し
を
な
み
」（
巻
第
一
一
・
二
七
〇
七
番
、『
拾

遺
和
歌
集
』
巻
第
一
一
・
恋
一
・
六
六
一
番
・
人
麿
〈
初
句
「
奥
山
の
」〉）
に
因
む
題
名

提
示
　22
と
作
中
歌
「
ほ
と
と
ぎ
す
花
橘
の
か
ば
か
り
も
い
ま
一
声
は
い
つ
か
聞
く
べ
き
」

と
に
よ
っ
て
新
作
物
語
へ
の
関
心
を
募
ら
せ
て
い
た
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味

で
も
井
上
氏
の
仮
説
は
首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
は
五
月
五
日

0

0

の
披
講
に
む
け
て
作
ら
れ

た
新
作
物
語
だ
っ
た
。
も
う
少
し
正
確
に
言
え
ば
、
新
作
披
露
の
場
が
貴
族
社
会
の
社
交

的
遊
戯
と
し
て
人
々
が
関
心
を
寄
せ
る
菖
蒲
根
合
の
日
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ

れ
は
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
根
合
が
中
心
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
れ
に
よ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
本
作
品
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
鈴
木
氏
は
次
の
よ

う
に
指
摘
す
る
　23
。

─ 300 ─



（14）

魏　　冰冰

小
式
部
が
素
材
と
し
て
根
合
に
着
眼
し
た
新
し
さ
は
、
同
時
に
発
表
さ
れ
た
十
八
物

語
の
八
篇
ま
で
が
五
月
の
雰
囲
気
を
扱
っ
て
お
り
、
同
じ
く
根
合
を
描
い
て
い
る
作

品
も
あ
っ
て
、
物
語
合
が
五
月
三
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
関
聯
し
て
、
誰
も
が
目
を

つ
け
た
極
め
て
自
然
な
構
え
方
で
あ
っ
た
。

ま
た
、ち

ょ
う
ど
歌
合
に
お
け
る
歌
が
題
詠
、
口
誦
、
晴
の
歌
と
い
う
制
約
か
ら
く
る
題
の

心
、
声
調
、
無
難
さ
と
い
う
点
に
特
色
を
持
つ
よ
う
に
、
物
語
合
の
期
日
や
性
格
か

ら
く
る
制
約
を
頭
に
お
き
、一
方
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
薫
君
に
思
い
を
馳
せ
て
、

「
根
合
に
出
場
す
る
薫
君
」
に
惹
か
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
意
図
は
、
何
を
描
く

か
で
な
く
、
い
か
に
描
く
か
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

と
の
言
及
も
見
え
る
　24
。
た
し
か
に
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
物
語
題
に
は
「
あ
や
め
か
た

ひ
く
権
少
将
」「
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
大
将
」「
あ
や
め
う
ら
や
む
中
納
言
」
と
〝
菖
蒲
〞
を

題
号
に
含
む
も
の
が
散
見
さ
れ
、出
詠
歌
に
〝
菖
蒲
〞
を
含
む
作
品
も
「
淀
の
沢
水
」「
言

は
ぬ
に
人
の
」
に
見
出
だ
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
作
品
の
着
眼
は
指
摘
さ
れ
る
と
お

り
「
誰
も
が
目
を
つ
け
た
極
め
て
自
然
な
構
え
方
」
な
の
だ
が
、
一
方
で
、
根
合
の
催
事

を
話
題
に
含
む
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
は
、『
風
葉
和
歌
集
』
夏
・
一
六
八
番
に
「
院

の
姫
君
の
根
合
の
歌
」
と
の
詞
書
で
作
中
歌
が
掲
出
さ
れ
る
「
あ
ら
ば
逢
ふ
よ
の
と
歎

く
民
部
卿
」
と
本
作
品
に
限
ら
れ
る
点
は
見
逃
し
が
た
い
　25
。
し
か
も
、『
風
葉
和
歌
集
』

採
録
の
「
あ
ら
ば
逢
ふ
よ
の
と
歎
く
民
部
卿
」
作
中
歌
に
は
「
人
の
語
ら
へ
り
け
る
女
を
、

忍
び
て
取
り
籠
め
て
侍
り
け
る
頃
、
庭
に
柳
の
う
ち
な
び
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
見
て
」（
春0

上
・
五
八
）

の
詞
書
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、根
合
を
中
核
話
題
と
し
て
い
る
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」

と
は
趣
向
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
題
号
や
歌
合
出
詠
歌
に
〝
菖
蒲
〞
の
語
を
も

つ
物
語
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
は
場
面
構
成
に
時
間
的
空
間
的
な

広
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
五
月
三
、五
日
、
六
月
十
余
日
、
権
中
納
言
邸
、

宮
中
（
殿
上
・
後
宮
）、「
宮
わ
た
り
」
と
舞
台
を
局
限
し
た
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」

は
異
色
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

六
条
斎
院
家
の
物
語
合
に
お
い
て
五
月
五
日
は
創
作
の
制
約
、
条
件
と
し
て
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
小
式
部
は
根
合
を
中
心
話
題
と
し
、
時
間
と
空
間
を
局
限
す
る
こ
と
で
、
五

月
五
日
を
物
語
の
舞
台
装
置
と
し
た
。
鈴
木
氏
の
問
い
「
何
を
描
く
か
で
な
く
、
い
か
に

描
く
か
」
に
即
し
て
言
え
ば
、
読
者
と
共
有
す
る
物
語
披
講
の
時
空
間
を
舞
台
と
す
る
こ

と
で
「
何
を
描
く
か
」
を
捨
て
、「
い
か
に
描
く
か
」
に
趣
向
の
技
を
振
る
っ
た
の
で
あ
る
。

「
根
合
に
出
場
す
る
薫
君
」
は
そ
の
主
要
モ
テ
ィ
ー
フ
だ
が
、
さ
ら
に
、
先
述
し
た
井
上

説
に
し
た
が
っ
て
、「
二
十
に
一
、二
ば
か
り
余
り
た
ま
ふ
ら
む
権
中
納
言
」
に
六
条
斎
院

家
後
見
で
歌
合
、
物
語
合
に
も
参
席
し
て
い
る
六
四
歳
の
藤
原
頼
通
の
若
き
日
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
と
見
れ
ば
、
五
月
五
日
を
舞
台
装
置
と
す
る
こ
の
物
語
は
作
品
発
表
の
場
の
現

在
と
物
語
世
界
と
の
回
路
を
〝
権
中
納
言
〞
に
用
意
し
て
「
根
合
に
出
場
し
た
若
き
日
の

頼
通
」
の
秘
事
を
語
り
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
物
語
披
講
の
場
の
観
客
を
取
り
込
み
つ
つ

成
立
す
る
作
品
表
現
。
小
式
部
の
「
い
か
に
描
く
か
」
の
趣
向
は
そ
こ
に
こ
そ
向
け
ら
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

鈴
木
氏
は
、作
中
の
根
合
を
歌
合
の
四
年
前
、永
承
六
年（
一
〇
五
一
）に
催
さ
れ
た「
後

冷
泉
院
殿
上
根
合
」　26
を
素
材
と
し
た
も
の
と
見
て
、「
薫
君
の
再
来
の
よ
う
な
主
人
公
の

イ
メ
ー
ジ
と
い
い
、
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
作
品
や
事
件
を
た
だ
ち
に
生
か
そ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
発
表
の
場
に
し
っ
く
り
あ
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
日
か
ら
い

え
ば
、
正
に
際
物
と
い
え
よ
う
。」
と
評
し
た
上
で
、

「
昔
」「
今
は
昔
」
で
は
じ
ま
る
作
り
物
の
常
態
は
ど
こ
に
消
え
て
い
っ
た
の
か
。
こ

の
短
篇
物
語
が
も
の
が
た
る
の
は
「
近
頃
」
で
あ
り
「
現
在
」
な
の
で
あ
る
。『
源

氏
物
語
』
を
境
い
目
に
し
て
、
物
語
は
「
過
去
」
を
語
る
も
の
、「
昔
の
出
来
事
」

を
語
る
も
の
と
ば
か
り
い
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
物
語
が
「
現
代
」
を
描
く―

―

『
源
氏
物
語
』
を
現
在
に
生
か
す―

―

、
こ
れ
が
『
源
氏
物
語
』
以
後
の
物
語
文

学
の
特
徴
で
は
な
か
ろ
う
か
。物
語
文
学
の
持
つ
今
日
性
、あ
る
い
は
時
事
性
と
い
っ

た
問
題
は
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
片
々
た
る
短
篇
物
語
に
は
、
そ
れ
な
り
の
時

事
性
が
、―

―

も
と
よ
り
軽
さ
を
身
上
と
す
る
。
む
し
ろ
現
在
の
週
刊
誌
的
興
味
に

お
け
る
今
日
性
ま
で
考
え
ら
れ
る―

―

そ
の
性
格
の
奥
に
か
く
さ
れ
て
い
る
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ひ
と
り
『
逢
坂
こ
え
ぬ
権
中
納
言
』
ば
か
り
の

問
題
で
は
な
か
ろ
う
。

と
本
作
品
の
表
現
性
、『
堤
中
納
言
物
語
』
を
含
む
平
安
朝
後
期
、
院
政
期
の
短
篇
物
語

を
め
ぐ
る
研
究
の
課
題
を
提
示
し
て
い
る
　27
。
上
に
論
じ
た
の
は
こ
こ
で
課
題
と
さ
れ
た

「
物
語
文
学
の
持
つ
今
日
性
、
あ
る
い
は
時
事
性
」「
現
在
の
週
刊
誌
的
興
味
に
お
け
る
今
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「逢坂越えぬ権中納言」のドラマツルギー

日
性
」
の
、「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
に
お
け
る
今
一
つ
の
具
体
で
も
あ
る
。

四　
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
（
１
）

　

さ
て
、
こ
う
し
て
、
本
作
品
は
披
講
の
場
と
物
語
世
界
と
を
重
層
さ
せ
、
五
月
五
日
を

舞
台
装
置
と
し
て
観
客
を
も
取
り
込
み
、権
中
納
言
（
＝
頼
通
）
の
話
題
を
〝
時
事
性
〞〝
週

刊
誌
的
興
味
に
お
け
る
今
日
性
〞
を
も
っ
て
語
り
だ
し
、
そ
こ
に
作
品
表
現
を
成
立
さ
せ

た
物
語
と
し
て
あ
る
。
取
り
込
ま
れ
る
観
客
は
ひ
と
り
頼
通
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
五
・
雑
一
・
八
七
三
〜
八
七
四
に
は
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」

の
開
催
を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
〝
心

寄
せ
〞
云
々
の
事
態
は
作
品
中
に
も
描
か
れ
て
い
て
（
三
日
、
権
中
納
言
、
三
位
中
将
に

根
合
方
人
を
依
頼
す
る
条
）、
小
弁
な
ど
は
そ
の
件
り
に
自
ら
の
一
件
を
重
ね
た
か
も
し

れ
な
い
　28
。六

条
前
斎
院
に
歌
合
あ
ら
む
と
し
け
る
に
、
右
に
心
寄
せ
あ
り
と
聞
き
て
、
小

弁
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る　
　

小
式
部

あ
ら
は
れ
て
恨
み
や
せ
ま
し
か
く
れ
沼
の
み
ぎ
は
に
寄
せ
し
波
の
心
を

　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
弁

岸
と
ほ
み
た
ゞ
よ
ふ
波
は
中
空
に
寄
る
か
た
も
な
き
な
げ
き
を
ぞ
せ
し

観
客
を
取
り
こ
む
作
劇
は
現
代
演
劇
に
な
じ
み
の
も
の
だ
が
、
著
名
な
『
万
葉
集
』
巻
第

一
・
第
二
〇
〜
二
一
番
、
天
智
天
皇
七
年
五
月
五
日
蒲
生
野
狩
猟
の
宴
席
で
天
智
帝
を
前

に
な
し
た
額
田
王
・
大
海
人
皇
子
に
よ
る
「
茜
さ
す
」「
紫
草
の
」
の
演
劇
的
贈
答
な
ど

に
も
例
は
あ
る
　29
。
小
式
部
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
の
系
譜
を
引
い
て
、

天
喜
三
年
五
月
五
日
の
六
条
斎
院
家
に
持
ち
込
む
新
作
物
語
の
趣
向
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
式
部
が
新
作
物
語
に
取
り
込
ん
だ
作
劇
手
法
は
舞
台
装
置
ば
か
り
で
な

く
そ
の
作
品
構
成
、
叙
法
に
も
及
ん
で
い
る
。
鈴
木
一
雄
氏
が
「
場
面
描
写
を
中
心
と
す

る
、
も
し
く
は
前
面
に
立
て
る
作
風
」
と
し
て
論
じ
た
の
が
そ
れ
で
　30
、
鈴
木
氏
は
こ
れ

を
『
源
氏
物
語
』
の
読
書
法
と
し
て
あ
っ
た
一
巻
一
帖
の
場
面
音
読
享
受
に
由
来
す
る
と

し
た
が
、
そ
れ
は
詞
書
と
絵
を
場
面
毎
に
分
断
し
て
構
成
し
て
い
く
絵
巻
物
と
も
相
関
的

な
演
劇
の
場
・
景
構
成
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
を
演
劇
の
場
・
景
構
成
に
な
ら
っ
て
整
理
す
れ
ば
、
次
の

よ
う
に
な
ろ
う
か
。

○
第
一
場　

五
月
三
日

　

第
一
景　

権
中
納
言
自
邸 　

蔵
人
少
将
の
来
訪

○
第
二
場　

五
月
三
日

　

第
一
景　

内
裏 　

御
前　

管
弦
の
御
遊

　

第
二
景　

内
裏 　

中
宮
の
御
方　

廂
間
で
の
女
房
た
ち
と
の
語
ら
い

○
第
三
場　

五
月
五
日

　

第
一
景　

内
裏 　

小
宰
相
の
局　

根
合
準
備

　

第
二
景　

内
裏 　

中
宮
の
御
方　

根
合
本
番
／
歌
合
／
帝
来
訪
／
奏
楽
／
権
中
納
言
退

　
　
　
　
　

下

○
第
四
場　

五
月
五
日
・
六
日

　

第
一
景　

権
中
納
言
自
邸 　

五
日
夜　

就
寝
の
景

　

第
二
景　

権
中
納
言
自
邸 　

六
日
朝　

姫
宮
へ
の
消
息

○
第
五
場　

六
月
十
日
余
日

　

第
一
景　

姫
宮
邸 　

宰
相
君
へ
の
消
息
／
対
面
／
御
簾
内
で
の
愁
訴

明
確
に
区
切
ら
れ
た
時
間
。
そ
の
一
々
で
固
定
さ
れ
て
い
る
場
所
。
右
の
整
理
を
可
能
に

し
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
物
語
の
場
面
構
成
の
故
だ
が
、
こ
う
し
て
本
作
品
は
演
劇
の
作

劇
法
に
類
比
的
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
そ
の
一
々
の
場
面
の
叙
法
は
、
こ
れ
も
鈴
木
氏
の
分
析
を
借
り
れ
ば
次
の
ご

と
く
で
あ
っ
て
、
演
劇
台
本
の
ト
書
き
、
科
白
を
思
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

○
主
人
公
の
印
象
的
描
出

読
者
の
了
解
や
承
知
は
、
作
者
自
身
の
説
明
や
叙
述
に
よ
る
の
で
な
く
、
人
々
の
会

話
を
通
し
て
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
場
面
描
写
の
中
で
知
ら
さ

れ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。
主
人
公
の
作
中
の
役
ど
こ
ろ
、
知
ら
せ
た
い
物
語
の
主
人

公
と
し
て
の
資
格
は
、
こ
う
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
場
面
展
開
の
自
然
な
な
り
ゆ
き
の

範
囲
で
、
各
場
各
景
の
動
き
に
応
じ
て
、
作
中
人
物
の
会
話
か
ら
主
人
公
の
歩
む
姿

か
ら
目
と
耳
と
を
通
し
て
鮮
明
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
印
象
の
重

ね
あ
わ
せ
の
中
に
、
次
第
に
色
濃
く
浮
か
び
上
が
る
主
人
公
の
姿―

―

そ
れ
は
ど
こ

ま
で
も
、
外
側
か
ら
捉
え
ら
れ
た
、
面
影
に
す
ぎ
な
い
が―

―

、
こ
れ
を
味
わ
う
と
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魏　　冰冰

こ
ろ
に
読
者
の
興
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
作
者
も
手
腕
を
つ
く
し
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
　31
。

○
性
格
描
写

「
権
中
納
言
」の
性
格―

―

「
心
ざ
ま
」――

は
、直
接
作
者
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

中
納
言
み
ず
か
ら
の
片
言
隻
句
、
殿
上
で
の
管
弦
、
中
宮
に
お
け
る
根
合
、
あ
る
は

宮
の
姫
君
に
示
し
た
態
度
な
ど
か
ら
察
せ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
あ
る
い
は
女
房
の

評
判
か
ら
、
あ
る
い
は
帝
の
さ
り
げ
な
い
一
言
か
ら
、
と
い
っ
た
、
場
面
内
で
の
自

然
の
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
て
、
一
つ
の
性
格
ら
し
き
も
の―

―

そ
れ
が
薫
君
の
面
影

を
も
つ―

―

の
印
象
が
重
ね
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
　32
。

○
端
役
・
脇
役
の
進
退

脇
役
や
端
役
は
突
然
出
現
す
る
。
場
面
の
状
況
が
必
要
を
生
じ
た
時
、こ
こ
で
一
発
、

誰
か
に
し
ゃ
べ
ら
せ
な
く
て
は
説
明
が
つ
か
ぬ
時
、
作
者
の
話
の
進
め
方
の
加
減
一

つ
で
、
行
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
登
場
さ
せ
ら
れ
る
か
に
見
え
る
　33
。

○
登
場
人
物
の
相
互
関
係

当
事
者
同
志
が
す
で
に
く
わ
し
い
事
情
に
通
じ
、
そ
の
う
ち
の
あ
る
一
部
分
だ
け
を

会
話
す
る
時
、
読
者
は
、
そ
の
一
言
片
句
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
関
係―

―

対
立
、
葛
藤
、
境
遇
、
肉
親
の
関
係
、
恋
愛
の
関
係
、
も
ろ
も
ろ
の
事
情
を
、
暗
示

と
し
て
胸
に
刻
ま
れ
、当
の
場
面
と
重
ね
あ
わ
せ
て
、全
体
の
気
分
と
し
て
感
じ
と
っ

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
　34
。

　
　鈴
木
氏
は
「
場
面
描
写
」
を
「
外
側
に
視
点
を
据
え
、
自
ら
は
傍
観
者
と
し
て
、
場
面
に

立
ち
入
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
場
面
内
の
お
も
し
ろ
さ
を
目
と
耳
で
写
す
」
と
説
明

し
て
い
る
が
　35
、
こ
れ
は
脚
本
家
の
視
点
で
あ
り
方
法
で
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
こ
こ
で
も
注
意
さ
れ
る
の
は
舞
台
装
置
と
し
て
の
五
月
五
日
で
あ
る
。

方
人
の
殿
上
人
、
心
々
に
取
り
出
づ
る
根
の
あ
り
さ
ま
、
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
劣
ら

ず
見
ゆ
る
中
に
も
、
左
の
は
、
な
ほ
な
ま
め
か
し
き
け
さ
へ
添
ひ
て
ぞ
、
中
納
言
の

し
出
で
た
ま
へ
る
。
合
せ
も
て
行
く
ほ
ど
に
持
に
や
な
ら
む
と
見
ゆ
る
を
、
左
の
、

は
て
に
取
り
出
で
ら
れ
た
る
根
ど
も
、
さ
ら
に
心
お
よ
ぶ
べ
う
も
あ
ら
ず
。
三
位
中

将
、
い
は
む
か
た
な
く
ま
ぼ
り
居
た
ま
へ
り
。「
左
勝
ち
ぬ
る
な
め
り
」
と
、
方
人

の
け
し
き
、
し
た
り
顔
に
心
地
よ
げ
な
り
。

物
語
の
核
を
な
す
根
合
が
こ
の
よ
う
に
単
簡
な
語
り
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
の
は
、
物
語
披

露
の
場
が
根
合
の
場
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
ほ
か
は
な
い
　36
。
同
様
の
こ
と
は
根
合
後

の
歌
合
に
も
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
に
は
通
常
五
番
か
ら
な
る
歌
合
と
そ
の
難
陳
、
判
の
具

体
　37
は
語
ら
れ
ず
、
第
一
番
左
歌
と
そ
の
後
の
贈
答
の
み
が
物
語
の
印
象
的
描
出
に
寄
与

す
べ
く
用
意
さ
れ
る
ば
か
り
。
脚
本
は
舞
台
装
置
に
事
の
子
細
を
ゆ
だ
ね
、
実
景
を
か
り

て
場
の
観
客
の
目
と
耳
に
物
語
場
面
の
お
も
し
ろ
さ
を
映
し
出
す
の
で
あ
る
。

　

小
式
部
が
新
作
物
語
に
取
り
込
ん
だ
作
品
構
成
、
叙
法
に
も
及
ぶ
作
劇
手
法
と
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
絵
巻
物
の
場
面
構
成
と
も
相
関
的
で

あ
り
な
が
ら
、
演
劇
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
と
の
親
縁
性
を
よ
り
強
く
考
え
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

五　
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
（
２
）

　

本
作
品
に
認
め
ら
れ
る
作
劇
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、見
て
き
た
場
の
人
々
（
観
客
・

読
者
）
や
状
況
と
の
関
係
の
中
で
表
現
が
成
立
し
て
い
る
仕
組
み
ば
か
り
で
な
く
、
物
語

展
開
の
構
造
の
局
面
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
以
下
、
便
宜
上
、
三
宅
隆
太
『
ス
ク
リ
プ
ト

ド
ク
タ
ー
の
脚
本
教
室
・
初
級
編
』　38
の
用
語
を
か
り
つ
つ
そ
の
概
要
を
整
理
し
て
お
く
。

○
第
一
場　

権
中
納
言
自
邸

＊
権
中
納
言
の
悲
恋　
「
未
清
算
の
過
去
」
の
描
出
と
「
中
心
軌
道
」
の
措
定

ド
ラ
マ
の
多
く
は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ン
に
入
る
前
に
主
人
公
の
「
殻
を
破

る
瞬
間
」
を
措
く
。
こ
の
「
殻
」
を
作
る
の
は
主
人
公
の
「
未
清
算
の
過
去
」
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
冒
頭
に
伏
線
と
し
て
描
か
れ
る
。
本
作
品
で
は
冒
頭
の
連
続
す
る
引
き

歌
表
現
が
権
中
納
言
の
秘
め
た
恋
情
を
匂
わ
せ
る
。
こ
れ
が
「
未
精
算
の
過
去
」
に

あ
た
る
。
ま
た
、ド
ラ
マ
で
は
「
未
精
算
の
過
去
」
の
解
消
経
緯
が
物
語
展
開
の
「
中

心
軌
道
」
と
な
る
。
本
作
品
で
は
秘
恋
の
解
消
、
す
な
わ
ち
姫
宮
と
の
逢
瀬
へ
の
過

程
が
「
中
心
軌
道
」
で
あ
り
、そ
れ
を
読
者
に
想
定
さ
せ
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
。

＊
蔵
人
少
将
の
来
訪　
「
中
心
軌
道
の
進
行
の
阻
害
」

本
作
品
の
「
中
心
軌
道
」
の
結
末
は
逢
瀬
の
実
現
だ
が
、
内
裏
御
遊
や
根
合
へ
の
誘

い
な
ど
は
そ
の
た
め
の
訪
問
を
妨
げ
る
出
来
事
で
あ
り
、
中
心
軌
道
へ
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
。

○
第
二
場　

内
裏
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「逢坂越えぬ権中納言」のドラマツルギー

＊
管
弦
の
御
遊　

同
右

＊
中
宮
女
房
た
ち
と
の
語
ら
い　
「
か
ら
め
と
り
話
法
」

「
か
ら
め
と
り
話
法
」
は
古
典
的
な
作
劇
術
の
一
つ
で
あ
る
。「
ひ
た
す
ら
た
た
み
掛

け
る
よ
う
に
話
が
前
へ
と
進
み
、
複
数
存
在
す
る
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
に
均
等

の
見
せ
場
を
与
え
つ
つ
、
メ
イ
ン
の
物
語
が
脱
線
も
失
速
も
し
な
い
」
と
い
う
の
が

そ
の
定
義
。
本
作
品
で
、
突
然
出
現
し
て
再
度
の
登
場
が
な
い
殿
上
人
や
女
房
た

ち
に
も
均
等
に
台
詞
や
見
せ
場
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
が
、
権
中

納
言
の
姫
宮
へ
の
思
い
が
重
奏
低
音
と
し
て
響
き
続
け
て
い
て
（
第
一
・
二
・
四
場
）、

こ
の
「
中
心
軌
道
」
が
「
脱
線
」「
失
速
」
す
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
か
ら
め

と
り
話
法
」
を
用
い
た
根
合
の
晴
の
場
の
賑
や
か
さ
と
第
五
場
の
私
秘
的
な
逢
瀬
の

場
面
の
静
寂
と
の
対
照
が
際
立
ち
、
相
応
の
効
果
を
果
た
し
て
い
る
。

○
第
三
場　

中
宮
の
御
方

＊
内
裏
、
小
宰
相
の
局
、
根
合
準
備　
「
一
時
的
勝
利
」

＊
内
裏　

根
合
本
番
／
歌
合
／
帝
来
訪
／
奏
楽
／
権
中
納
言
退
下　

同
右

「
一
時
的
勝
利
」
も
作
劇
術
の
一
つ
。
ど
ん
底
に
落
ち
る
前
の
主
人
公
の
一
時
的
な

勝
利
。
観
客
を
安
心
さ
せ
、
後
に
裏
切
る
と
こ
ろ
に
劇
的
効
果
が
狙
わ
れ
る
。
内
裏

で
処
々
か
ら
の
賞
讃
を
受
け
、
気
分
を
高
揚
さ
せ
る
権
中
納
言
の
描
写
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

○
第
四
場　

権
中
納
言
自
邸

＊
五
日
夜
、
就
寝
の
景　
「
殻
を
破
る
準
備
」

＊
六
日
朝　

姫
宮
へ
の
消
息　

同
右

ド
ラ
マ
で
は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ン
へ
の
助
走
と
し
て
局
限
ま
で
追
い
つ
め

ら
れ
た
主
人
公
が
描
か
れ
る
。
タ
ー
ン
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
「
殻
を
破
る

準
備
」。
五
日
夜
、
六
日
朝
か
ら
第
五
場
冒
頭
六
月
中
旬
ま
で
の
権
中
納
言
が
こ
れ
。

○
第
五
場　

姫
宮
邸

＊
宰
相
君
へ
の
消
息
／
対
面
／
御
簾
内
で
の
愁
訴　
「
中
心
軌
道
」
の
未
決

「
中
心
軌
道
」の
結
末
、逢
瀬
の
実
現
に
向
け
て
最
後
の
一
歩
を
踏
み
出
す
権
中
納
言
。

し
か
し
、
物
語
は
そ
れ
を
裏
切
る
。「
殻
を
破
る
」
は
ず
の
結
末
で
殻
は
破
ら
れ
な

い
ま
ま
閉
じ
ら
れ
る
。

「
未
清
算
の
過
去
」の
描
出
と「
中
心
軌
道
」の
措
定
↓「
中
心
軌
道
の
進
行
の
阻
害
」↓「
か

ら
め
と
り
話
法
」
↓
「
一
時
的
勝
利
」
↓
「
殻
を
破
る
準
備
」
↓
「
中
心
軌
道
」
の
未
決
。

こ
う
し
て
、
一
一
世
紀
半
ば
、『
源
氏
物
語
』
世
界
の
影
響
下
に
五
月
五
日
の
六
条
斎
院

家
を
発
表
の
舞
台
と
し
て
創
作
さ
れ
た
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
は
、
現
代
の
ド
ラ
マ

ツ
ル
ギ
ー
か
ら
の
分
析
、
評
価
に
も
堪
え
る
作
品
と
し
て
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

以
上
、
天
喜
三
年
五
月
三
日
「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
の
物
語
題
に
そ
の
名
と
作
中
歌
を

残
す
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
に
つ
い
て
、
そ
の
表
現
の
成
立
の
局
面
を
生
成
の
場
と

の
関
係
の
な
か
で
考
察
し
た
。
物
語
披
講
の
場
を
物
語
の
舞
台
装
置
と
し
、
場
の
観
客
や

状
況
を
取
り
込
ん
で
「
物
語
文
学
の
持
つ
今
日
性
、
あ
る
い
は
時
事
性
」「
現
在
の
週
刊

誌
的
興
味
に
お
け
る
今
日
性
」
に
か
か
わ
る
表
現
性
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、演
劇
の
場
・

景
構
成
を
思
わ
せ
る
作
品
構
成
、
脚
本
さ
な
が
ら
の
叙
法
、
ド
ラ
マ
の
作
劇
法
と
も
通
じ

る
物
語
の
構
造
展
開
を
達
成
し
て
い
る
本
作
品
は
、
書
か
れ
た
物
語
で
あ
り
な
が
ら
作
劇

の
手
法
を
方
法
化
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
方
法
と
の

親
縁
性
を
も
つ
作
品
が
『
堤
中
納
言
物
語
』
に
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
　39
。

演
劇
と
の
相
関
は
文
芸
の
成
り
立
ち
に
ま
で
遡
る
課
題
だ
が
、『
堤
中
納
言
物
語
』
に
認

め
ら
れ
る
表
現
志
向
は
平
安
後
期
に
お
け
る
両
者
の
新
た
な
回
路
の
開
拓
を
教
え
て
い

る
。
そ
の
回
路
の
解
明
を
め
ざ
し
て
『
堤
中
納
言
物
語
』
所
収
諸
作
品
に
認
め
ら
れ
る
ド

ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
の
解
析
を
続
け
た
い
。

【
注
】

１　

鈴
木
一
雄
『
堤
中
納
言
物
語
序
説
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
）
Ⅱ
「『
逢
坂
こ
え
ぬ

権
中
納
言
』
に
つ
い
て
ー
作
者
と
成
立
」（
二
）
⑴
の
用
語
に
よ
る
。

２　

引
用
は
、新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
落
窪
物
語
・
堤
中
納
言
物
語
』（
稲
賀
敬
二
校
注
、

小
学
館
、二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。
以
下
、「
六
条
斎
院
家
歌
合
」『
堤
中
納
言
物
語
』『
風

葉
和
歌
集
』
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

３　
「
小
式
部
」
に
つ
い
て
は
注
１
鈴
木
氏
著
書
同
章
に
周
到
な
考
察
が
備
わ
り
、「
小
式

部
の
文
学
的
素
質
は
、
か
か
る
好
文
の
三
宮
家
（
引
用
者
注
、
禖
子
内
親
王
家
、
禖
子

姉
の
祐
子
内
親
王
家
、
祐
子
・
禖
子
の
姪
で
藤
原
頼
通
女
の
四
条
宮
寛
子
皇
后
宮
家
）

を
中
心
と
し
、
時
の
一
の
人
頼
通
を
背
景
と
し
た
一
大
文
学
圏
の
中
に
お
い
て
、
当
代

の
才
媛
達
の
は
な
や
か
な
息
吹
を
呼
吸
し
つ
つ
、
競
走
裡
に
、
影
響
下
に
、
あ
る
い
は
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互
し
、
あ
る
い
は
追
っ
て
、
暖
か
く
素
直
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
い
と
思

う
。」
と
あ
る
。

４　

引
用
は
、
増
補
史
料
大
成
９
『
中
右
記
一
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）
に
よ
る
。

５　

引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
』
３
（
山
中
裕
他
校
注
、
小
学
館
、

一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。
以
下
、
同
。

６　

瓦
井
裕
子「
禖
子
内
親
王
家
歌
合
と『
源
氏
物
語
』摂
取―

源
師
房
の
関
与
を
め
ぐ
っ

て―

」（『
日
本
文
学
』
65―

９
、二
〇
一
六
年
九
月
）。

７　

同
様
の
試
み
に
、
後
述
の
通
り
、
井
上
新
子
「〈
賀
の
物
語
〉
の
出
現―

『
逢
坂
越

え
ぬ
言
中
納
言
』と
藤
原
頼
通
の
周
辺
」（
初
出
、『
国
語
と
国
文
学
』76―

８
、一
九
九
九

年
八
月
。『
堤
中
納
言
物
語
の
言
語
空
間―

織
り
な
さ
れ
る
言
葉
と
時
代―

』〈
翰
林
書

房
、
二
〇
一
六
年
〉
Ⅲ
第
三
章
、
収
載
）
が
あ
る
。

８　

鑑
賞
日
本
古
典
文
学
12
『
堤
中
納
言
物
語
・
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』（
三
谷
栄
一
編
、

角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）
総
説
、
本
文
鑑
賞
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」、
等
。

９　

倉
野
憲
司
「
逢
坂
こ
え
ぬ
権
中
納
言―
源
語
か
ら
抜
け
出
た
薫
君
」（『
文
学
』

一
九
三
九
年
四
月
）。
な
お
、
薫
だ
け
で
は
な
く
柏
木
、
夕
霧
と
の
関
連
も
、
神
野
藤

昭
夫「
サ
ロ
ン
文
学
と
し
て
の『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系『
堤

中
納
言
物
語
・
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
月
報
〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
〉。『
散
佚
し

た
物
語
世
界
と
物
語
史
』〈
若
草
書
房
、
一
九
九
八
年
〉
第
13
章
、
収
載
）、
大
森
純
子

「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
物
語
」（
三
谷
栄
一
編
『
体
系
物
語
文
学
史
』
第
三
巻
〈
有
精

堂
、
一
九
八
三
年
〉）、
井
上
氏
注
７
論
考
な
ど
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

10　

注
１
、
鈴
木
氏
著
書
、
Ⅲ
「『
堤
中
納
言
物
語
』
覚
書
」（
一
）
⑸
。

11　

注
１
、
鈴
木
氏
著
書
、
Ⅱ
「『
堤
中
納
言
物
語
』
の
作
風
と
そ
の
成
因
を
め
ぐ
っ
て
」

（
一
）。

12　

注
８
、
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
12
、
本
文
鑑
賞
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」。

13　

井
上
新
子「『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』題
号
考―

「
安
積
の
沼
」と「
淀
野
」を
め
ぐ
っ

て
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』７
、一
九
九
五
年
八
月
。注
７
、同
氏
著
書
Ⅱ
第
三
章
、収
載
）。

14　

注
12
、
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
12
、
同
。

15　

注
10
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
。

16　

注
９
、
神
野
藤
氏
論
考
。

17　

井
上
氏
、
注
７
論
考
。
ほ
か
に
、
同
氏
「
天
喜
三
年
六
条
斎
院
禖
子
内
親
王
物
語
歌

合
に
つ
い
て―

物
語
の
形
成
と
史
的
空
間
の
反
映―

」（
王
朝
物
語
研
究
会
編
『
論
叢

　

狭
衣
物
語
２　

歴
史
と
の
往
還
』
新
典
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
氏
「『
逢
坂
越
え
ぬ

権
中
納
言
』
と
歌
合
の
史
的
空
間
」（
久
下
裕
利
編
『
狭
衣
物
語
の
新
研
究―

頼
通
の

時
代
を
考
え
る
』
新
典
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
（
と
も
に
注
７
同
氏
著
書
Ⅲ
第
四

章
、
第
五
章
に
収
載
）。
な
お
、
注
37
参
照
。

18　

引
用
は
、新
日
本
古
典
文
学
大
系『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
久
保
田
淳
他
校
注
、岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。

19　

神
野
藤
昭
夫
「
天
喜
三
年
六
条
斎
院
歌
合
「
題
物
語
」
考―

そ
の
開
催
期
日
及
び
開

催
形
式
と
物
語
と
の
関
係
に
つ
い
て―

」（
中
野
幸
一
編
『
平
安
文
学
の
風
貌
』、
武
蔵

野
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）。

20　

注
７
、
井
上
氏
著
書
、
Ⅲ
第
六
章
。

21　

 

そ
の
場
合
、廿
巻
本
『
類
聚
歌
合
』「
六
条
斎
院
家
歌
合
」
記
事
は
三
日
「
物
語
歌
合
」

記
録
へ
の
付
記
と
し
て
五
日
の
「
物
語
合
」
関
連
話
題
（
中
宮
の
出
羽
弁
と
小
弁
と
の

贈
答
歌
四
首
）
を
末
尾
に
加
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

22　

注
28
、
後
半
注
記
、
参
照
。

23　

注
１
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
一
）
⑵
。

24　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）
⑵
。

25　

注
９
、
神
野
藤
氏
論
考
に
も
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、『
風
葉
和
歌
集
』
に
「
逢
坂
越

え
ぬ
権
中
納
言
」
か
ら
採
録
さ
れ
た
歌
は
「
中
宮
の
根
合
に
」
の
詞
書
で
引
か
れ
る
「
君

が
代
の
」
歌
一
首
で
あ
る
（
賀
・
七
三
〇
）。

26　
『
栄
華
物
語
』
巻
三
六
「
根
あ
は
せ
」、『
古
今
著
聞
集
』
巻
一
九
・
草
木
第
廿
九
・655

に
引
か
れ
、
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
五
月
五
日
郁
芳
門
院
根
合
の
日
記
中
に
も
先
例

と
し
て
引
か
れ
る
（『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
二
同
日
条
所
載
「
進
献
記
録
抄
簒
」〈
十

／
『
中
右
記
』〉）
な
ど
、
催
事
の
規
模
と
な
っ
た
根
合
。
な
お
、
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌

合
大
成
』
三
（
私
家
版
、
一
九
五
九
年
、
復
刊
、
同
朋
社
、
一
九
七
九
年
）
一
四
六
、

参
照
。

27　

注
10
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
。

28　

根
合
で
の
〝
心
寄
せ
〞
方
人
を
め
ぐ
る
引
き
合
い
は
、
注
26
「
寛
治
七
年
五
月
五
日

郁
芳
門
院
根
合
」
の
日
記
中
に
も
「
後
聞
、得
右
方
之
女
房
語
、申
所
労
之
由
不
参
云
々
」

と
見
え
、
実
際
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
は
「
物
語
文
学
の

持
つ
今
日
性
、
あ
る
い
は
時
事
性
」「
現
在
の
週
刊
誌
的
興
味
に
お
け
る
今
日
性
」
が

こ
こ
に
も
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
引
用
中
の
小
式
部
詠
に
見
え
る
「
か

く
れ
沼
」
が
小
弁
「
岩
垣
沼
」
が
踏
ま
え
た
『
万
葉
集
』「
青
山
の
岩
垣
沼
の
水
隠
り

に
恋
ひ
や
渡
ら
む
逢
ふ
よ
し
を
な
み
」（
巻
一
一
・
二
七
〇
七
番
）
に
か
か
わ
る
と
す
れ
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ば
、
物
語
創
作
は
物
語
歌
合
開
催
日
五
月
三
日
よ
り
前
に
行
わ
れ
、
女
房
間
で
の
情
報

交
換
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

29　

西
郷
信
綱『
日
本
古
代
文
学
史
改
稿
版
』（
岩
波
書
店
、一
九
六
三
年
）第
２
章
に
は「
相

聞
贈
答
歌
に
よ
く
あ
る
演
技
の
要
素
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
鈴
木
日
出
男

『
古
代
和
歌
史
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）
序
・
第
三
章
二
、
古
橋
信
孝

「
万
葉
集
の
本
質―

宮
廷
文
学
と
し
て
の
万
葉
集
」（
和
歌
文
学
論
集
１
『
う
た
の
発
生

と
万
葉
和
歌
』
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
）、
な
ど
。

30　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）。

31　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）
⑴
。

32　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）
⑵
。

33　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）
⑶
。

34　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）
⑷
。

35　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）
⑸
。

36　

当
日
の
根
合
開
催
の
如
何
は
不
明
。
た
だ
し
、五
年
前
の
「
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）

五
月
五
日
六
条
斎
院
禖
子
内
親
王
歌
合
」
は
宮
家
内
々
の
菖
蒲
歌
合
か
と
推
定
さ
れ
て

お
り
（
注
26
、『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
三
、一
四
一
）、開
催
さ
れ
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。

37　

注
26
に
挙
げ
た
「
永
承
六
年
後
冷
泉
院
殿
上
根
合
」
で
は
菖
蒲
・
郭
公
・
早
苗
・
祝
・

恋
の
五
題
、「
寛
治
七
年
五
月
五
日
郁
芳
門
院
根
合
」
で
は
菖
蒲
・
郭
公
・
五
月
雨
・
祝
・

恋
。
後
者
の
難
陳
記
録
に
よ
れ
ば
、
根
合
の
折
の
歌
合
第
一
番
菖
蒲
で
は
祝
賀
の
歌
を

詠
ず
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
後
者
に
は
本
作
品
と
同
様
、
歌
合
の
後

に
左
方
人
の
堀
河
か
ら
右
方
人
の
安
芸
に
読
み
か
け
た
歌
が
あ
る
。
歌
合
の
本
体
の
ほ

と
ん
ど
を
省
略
し
て
い
る
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
は
、
注
７
、
17
の
井
上
氏
の
見

解
に
従
え
ば
、
道
長
・
妍
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
想
起
さ
せ
る
「
い
づ
れ
と
も
」
歌
を
こ

の
よ
う
な
歌
合
後
の
贈
答
場
面
に
措
く
こ
と
で
、
披
講
の
場
と
の
回
路
を
藤
氏
祝
祭
の

文
脈
で
構
築
し
て
み
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

38　

三
宅
隆
太
『
ス
ク
リ
プ
ト
ド
ク
タ
ー
の
脚
本
教
室
・
初
級
編
』（
新
書
館
、

二
〇
一
五
年
）。

39　

注
11
、
鈴
木
氏
著
書
論
考
、（
二
）。
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The Narrative Methods like Dramaturgy on Ousaka-koenu-gonchunagon

Bingbing Wei

Abstract : Ousaka-koenu-gonchunagon was carried in Tsutsumi-Chunagon- monogatari which 
edited 10 short narratives (tales / stories / novels) at the end of Heian or the preceding term 
of Kamakura period. This narrative was presented to an imperial princess Rokujosaiin-Baishi 
House on May 5 in AD1050 after Rokujosaiin-ke Uta-awase that was held on May 3. I attempted 
to make clear what expressed in this narrative through analyzing the relationship between the 
text and the presented place, day. On this narrative, the place of the presentation was brought 
in the story as a stage set, and the audience of Rokujosaiin-ke were modeled on characters. At 
the same time, it achieved the composition to make us think of a drama with scenes, also it 
reminds us the description way of a scenario or stage directions in a playbook. Therefor we can 
say that it is a work which is written as a narrative but using the methods of a drama. There 
are many other narratives in Tsutsumi-Chunagon-monogatari, and we can consider them to use 
the same methods. So this research is a new attempt for making clear the expression of Tsutsumi 
-Chunagon-monogatari through the elucidation of the narrative methods like dramaturgy.

Key words: Ousaka-koenu-gonchunagon, Tsutsumi-Chunagon-monogatari, 
Rokujosaiinke Uta-awase, Narrative methods, dramaturgy
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